
昆虫における音響（音・風流・振動等）の受容
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チョウが持つ機械感覚毛はシンプルでありながら、小型・軽量・高感度
であり、かつ低周波領域を検知できる。これらの機能と構造を解明し、機
械感覚毛を模倣したセンサを音センサの開発を提案する。具体的には、昆
虫に特異的な機械感覚毛について微細構造を解明し、その構造を３Ｄプリ
ンタによって再現する。それにより、センサとしての感度や、実用化にむ
けての理解が深まる。
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研究内容

昆虫が音を感知する、高感度のセンサ（機械感覚毛）をもつことを、
チョウやガにおいて発見した（土原ら、2017）。昆虫の機械感覚毛は、
小型でありながら高感度であることが知られており、それによって昆
虫は高度な情報処理能力を有する。そこで、昆虫の幼虫において機械
感覚毛の機能を明らかにし、新たなセンサの開発への提案を研究の目
的とする。
昆虫は、外界から様々な情報を検知しており、その１つに機械受容

があり、空気中を伝わる音を受容器である機械感覚毛で感知する。昆
虫の聴覚器の特異的な機能を明らかにすることは、音などの情報伝達
の解明に寄与する。
そして、この昆虫に特異的な機械感覚毛をバイオミメティクス（生
物模倣）の観点から、小型・軽量の高感度なセンサの製作に向けて提
案をおこなう。この機械感覚毛はシンプルであるため模倣しやすく、
この模倣したセンサは音が反射する近距離の音場における音源特定な
ど、これまで困難であった環境においても計測可能となると考えられ
る。
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